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フ
ァ
シ
ズ
ム
と
マ
リ
オ
シ
ロ
l
ニ

壁
画
《
芸
術
と
科
学
の
イ
タ
リ
ア
》
を
め
ぐ
っ
て

• 

は
じ
め
に

一
九
二
二
年
、

ペ
ニ

l
ト
・
ム
ッ
ソ
リ

l
ニ
は
全
イ
タ
リ
ア
的
な
フ
ア
シ
ズ

ム
運
動
を
背
景
と
し
て
、

ロ
ー
マ
進
軍
を
準
備
し
て
い
た
。
国
王
ヴ
ィ
ッ
ト
l

リ
オ
H

エ
マ
ヌ
エ

l
レ
三
世
は
こ
の
圧
力
を
受
け
て
ム
ッ
ソ
リ
l
ニ
に
組
閣
を

要
請
し
、

フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
選
挙
法
な
ど
の
整
備

を
経
た
一
九
二
五
年
一
月
三
日
、

ム
ッ
ソ
リ
l
ニ
は
力
に
よ
る
支
配
の
方
針
、

い
わ
ゆ
る
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
独
裁
の
宣
言
」
を
お
こ
な
っ
た
。
出
版
、
表
現
の
自

由
の
抑
制
、
結
社
規
制
法
、
国
家
公
務
員
の
罷
免
権
、
政
府
の
法
規
制
定
権
、

治
安
維
持
法
、
国
家
防
衛
法
、
特
別
裁
判
所
の
設
置
な
ど
の
施
策
を
打
ち
出
し
、

国
家
権
力
を
強
化
し
て
い
っ
た
。

一
九
二

0
年
代
後
半
に
は
、

フ
ァ
シ
ズ
ム
政

権
の
国
家
体
制
は
ほ
ぽ
整
い
、
最
大
の
懸
案
で
あ
っ
た
教
会
と
の
対
立
も
、

九
二
九
年
、
教
皇
庁
と
の
間
で
ラ
テ
ラ
l
ノ
協
定
が
交
わ
さ
れ
て
、
終
止
符
が

打
た
れ
た
。

一
九
三

0
年
代
前
半
は
、
恐
慌
の
影
響
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

谷

史

彦

藤

ず
、
政
権
は
安
定
し
て
い
て
、
大
衆
の
参
加
で
き
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

政
策
に
力
を
注
ぎ
、
国
民
の
掌
握
に
成
功
を
お
さ
め
た
。
こ
の
よ
う
な
安
定
し

た
内
政
を
背
景
と
し
て
、

一
九
三
五
年
十
月
に
エ
テ
ィ
オ
ピ
ア
を
侵
略
し
、
翌

年
五
月
に
は
エ
テ
ィ
オ
ピ
ア
帝
国
を
建
設
し
た
。
こ
の
こ
ろ
が
フ
ァ
シ
ズ
ム
政

17 

権
の
頂
点
で
あ
っ
た
。

こ
の
エ
テ
ィ
オ
ピ
ア
侵
略
の
成
功
を
契
機
と
し
て
、
イ
タ
リ
ア
は
戦
争
へ
と

傾
斜
し
て
い
く
。
ス
ペ
イ
ン
内
線
へ
の
軍
事
介
入
、

ロ
ー
マ
リ
ベ
ル
リ
ン
枢
軸

の
形
成
、
伊
独
日
三
国
防
共
協
定
、
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
宣
言
、
伊
独
鉄
鋼
同
盟
、

伊
独
日
三
国
同
盟
と
矢
継
ぎ
早
に
な
さ
れ
た
。
し
か
し
、

一
九
三
九
年
に
第
二

次
世
界
大
戦
が
勃
発
す
る
こ
ろ
、
イ
タ
リ
ア
の
政
治
的
経
済
的
力
量
は
限
界
に

達
し
つ
つ
あ
っ
た
。
し
か
し
、
イ
タ
リ
ア
は
ド
イ
ツ
に
引
き
ず
ら
れ
る
よ
う
に

翌
年
参
戦
し
、
ギ
リ
シ
ア
へ
侵
略
す
る
。
こ
れ
は
参
戦
の
準
備
が
整
っ
て
い
な

か
っ
た
た
め
失
敗
し
た
。
そ
し
て
北
ア
フ
リ
カ
戦
線
で
の
敗
北
、

東
部
戦
線
で
派
遣
軍
隊
が
壊
滅
さ
れ
二
九
四
三
年
、
つ
い
に
連
合
軍
に
シ
チ
l

つ
い
で
対
ソ
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リ
ア
上
陸
を
許
し
、

シロ一二〈芸術と科学のイタリア〉

1935年、ローマ大学都市・大講堂内

図 l

て
い
く
こ
と
に
な
る
。
ム
ッ
ソ
リ
l
ニ
は
失
脚
し
、

フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
が
崩
壊
し

シ
ロ

1
ニ

(
一
八
八
五
一
九
六
二

こ
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
が
最
盛
期
を
迎
え
て
い
た
一
九
三
五
年
、

は
大
き
な
壁
画
《
芸
術
と
科
学
の
イ
タ

マ
リ
オ
・

リ
ア
〉
(
以
下
「
壁
画
」
と
い
う
)
を
制
作
し
た
。
こ
の
「
壁
画
」
は
、
国
家
的

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
明
確
な
政
治
的
意
図
の
も
と
に
制
作
さ
れ
た
も
の

あ
っ
た
。

で
あ
り
、
個
人
的
に
制
作
す
る
タ
プ
ロ
!
と
は
本
質
的
に
性
格
の
違
う
も
の
で

現在の〈芸術と科学のイタリア〉

(1997年撮影)

国2

正門方向から見たローマ大学都市構内の

管理棟

大講堂内部図4

国3
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〈
芸
痛
と
科
学
の
イ
タ
リ
ア
〉
の
制
作
と
そ
の
図
像

《
芸
術
と
科
学
の
イ
タ
リ
ア
》
(
図
1
、
2
)
は、

ロ
ー
マ
の
中
心
部
、
テ
ル
ミ

ニ
駅
に
近
い
ロ

l
マ
大
学
都
市
構
内
の
大
講
堂
、
図
書
館
を
備
え
た
管
理
棟
(
図

3
)
の
大
講
堂
内
(
図
4
)
に
あ
る
。
大
講
堂
に
は
四
、
五
百
席
の
椅
子
が
並
び
、

教
会
で
い
え
ば
ア
プ
ス
に
当
た
る
部
分
に
、
壁
禽
の
よ
う
な
状
態
で
、
高
さ
十

こ
の
大
学
は
、

メ
ー
ト
ル
、
幅
二
十
メ
ー
ト
ル
の
「
壁
画
」
が
描
か
れ
て
い
る
。

一
九
三
二
年
に
ム
ッ
ソ
リ
l
ニ
が
イ
タ
リ
ア
の
最
高
学
府
と

し
て
建
設
を
提
唱
し
、
建
築
家
マ
ル
チ
エ
ツ
ロ
・
ピ
ア
チ
ェ
ン
テ
ィ

l
ニ
が
総

指
揮
を
と
っ
、
て
設
計
し
た
。
他
に
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ミ
ケ
ル
ツ
ツ
ィ
や
ジ
オ
・
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ポ
ン
テ
ィ
な
ど
の
若
い
建
築
家
が
参
加
し
た
。
全
体
計
画
(
図
5
)
と
管
理
棟
の

堂
へ
と
適
さ
れ
た
。
明
か
り
を
つ
け
て
も
ら
っ
た
も
の
の
講
堂
内
は
薄
暗
く
、

設
計
に
あ
た
っ
た
ピ
ア
チ
ェ
ン
テ
ィ

l
ニ
は
、
こ
の
管
理
棟
の
中
心
に
位
置
し
、

シ
ロ

l
ニ
に
壁

な
か
な
か
そ
の
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。
講
堂
内
全
体
は
暗

し
か
も
大
学
構
内
全
体
の
中
心
に
あ
た
る
大
講
堂
の
壁
面
に
、

画
を
制
作
す
る
よ
う
ム
ツ
ソ
リ
l
ニ
に
提
言
し
た
。

は
た
し
て
本
当
に
暗
褐
色
系
の
絵
な
の

褐
色
系
の
色
彩
に
覆
わ
れ
て
い
た
が
、

一
九
三
三
年
十
月
こ
ろ
、

そ
の
大
き
さ
が
問
題

シ
ロ

l
ニ
は
ム
ツ
ソ
リ
1
ニ
か
ら
の
指
名
を
受
け
、
本
格
的
に
構
想
を
練
り
は

じ
め
た
。

で
あ
り
、

か
ど
う
か
確
か
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

そ
れ
は
確
か
に
個
人
の
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
ま
さ
に
社
会
の
た

一
九
三
四
年
か
ら
一
九
三
五
年
に
か
け
て
多
く
の
下
図
を
制
作
し
、

め
の
絵
で
あ
り
、
政
治
の
た
め
の
絵
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
そ
の
さ
い
に

一
九
三
五
年
八
月
一
七
日
、

現
場
で
は
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
図
像
を
詳
細
に
見
る
余
裕
は
あ
ま
り
な
か
っ
た

シ
ロ

l
ニ
は
そ
れ
を
国
家
教
育
省
に
提
出
し
た
。

「
よ
り
柔
ら
か
く
、
甘
い
イ
メ
ー
ジ
」
に
修
正
さ
れ
て
一
民
さ
れ
、

れ
を
も
と
に
、

め
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。

が
、
記
録
の
た
め
簡
便
な
写
真
を
撮
影
し
た
。
し
か
し
、
暗
さ
と
大
き
さ
の
た

シ
ロ

i
ニ
は
こ

わ
た
し
が
「
壁
画
」
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
、

ほ
ん
の
二
ヶ
月
で
壁
画
を
制
作
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

後
に
そ
の
時
の
写
真
、

一
九
九
三
年
一
二
月
に
行
わ

れ
た
ロ

l
マ
国
立
近
代
美
術
館
の
「
シ
ロ

l
ニ
展
」
の
出
品
作
品
の
な
か
で
最

お
よ
び
資
料
に
掲
載
さ
れ

あ
っ
た
。
図
録
を
見
る
と
、
本
画
で
あ
る
「
壁
画
」

も
大
き
な
下
絵
(
図
6
、
三
七

O
×
四
七
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)
を
見
た
か
ら
で

は
さ
ら
に
大
き
く
、
高
さ
十
メ
ー
ト
ル
、
幅
二
十
メ

l

ト
ル
あ
る
と
記
さ
れ
て
お
り
、
ぜ
ひ
と
も
実
際
に
見

た
い
と
い
う
思
い
が
つ
の
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
念
願

が
か
な
っ
た
の
は
、

一
九
九
七
年
一
月
で
あ
っ
た
。

実
際
現
場
に
た
っ
て
み
る
と
、
「
壁
画
」
の
あ
る
管

理
棟
は
い
か
に
も
い
か
め
し
く
、

大
学
全
体
の
中
心

と
し
て
の
偉
容
を
誇
っ
て
い
た
。
守
衛
室
か
ら
ひ
ん

や
り
し
た
建
物
の
中
に
入
り
、
「
壁
画
」
が
あ
る
大
講

て
い
る
図
版
を
見
て
、
「
壁

図5 ローマ大学務市構内の全体計酋

シ口一二〈芸術と科学のイタリア下回) 1934 
-35年、サディーニャ産業クレジット蔵
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図6
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画
」
に
は
三
十
一
人
の
人
物
は
描
か
れ
て
い
た

こ
と
が
分
か
っ
た
。
「
壁
画
」
は
明
確
な
構
想
の

も
と
に
描
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
当
然
描
か
れ

た
ひ
と
り
ひ
と
り
の
図
像
、
あ
る
い
は
群
像
の

イ
コ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
l
の
合
意
を
理
解
す
る
必
要

が
あ
っ
た
。

l 

「
裸
婦
」

の
図
像
的
意
味

さ
て
ま
ず
、
「
壁
画
」
に
登
場
す
る
比
較
的
自

立
た
な
い
ひ
と
り
の
人
物
に
注
目
し
た
い
が
、

品
に
描
か
れ
た
人
物
を
比
較
し
て
、
こ
の
「
壁
画
」
の
特
徴
を
考
え
て
み
た
い
。

そ
れ
と
シ
ロ

l
ニ
の
過
去
の
作

ま
さ
に
メ
ラ
ン
コ
リ
ッ
ク
な
ポ
l
ズ
で
あ
り
、

岩に綾掛けている裸婦

(図II-A5)
国7

シローニ〈メランコリー〉
1927年、ミラノ市立近代美術館

蔵

図 8

ら
れ
る
陰
躍
な
表
現
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

シ
ロ

l
ニ
の
作
品
に
は
よ
く
見

20 

そ
れ
は
、
「
壁
画
」
の
向
か
っ
て
左
側
の
袖
の
下
部
の
岩
に
腰
掛
け
て
い
る
裸
婦

メ
ラ
ン
コ
リ
ー
と
い
う
の
は
、
図
像

(図
7
)
と
一
九
二
七
年
の
《
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
v
(
図
8
)
の
裸
婦
で
あ
る
。

学
的
に
サ
ト
ゥ
ル
ヌ
ス
に
結
び
付
く
ル
ネ
サ
ン
ス
以
来
の
伝
統
的
な
モ
チ
ー
フ

で
あ
り
、
シ
ロ

1
ニ
も
そ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
は
「
壁
画
」
に
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
り
、

こ
の
《
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
》
の
背
景
に
は
険
し
い
裸
の
岩
山
が
描
か
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
演
劇
の
舞
台
装
置
の

し
か
し
、
ジ
ャ
ン
・
ク
レ
ー
ル
は
「
近
代
的
な
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
は
現
実
感
覚

の
欠
如
し
た
意
識
の
状
態
で
は
な
く
、
現
実
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
埋
没
さ
せ
ら

よ
う
な
効
果
を
意
識
し
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
、
近
代
絵
画
の
影

れ
、
飲
み
込
ま
れ
て
し
ま
う
意
識
な
の
で
あ
る
。

響
と
い
う
よ
り
も
、
背
景
と
し
て
険
し
い
山
々
が
描
か
れ
る
十
五
、
六
世
紀
頃

メ
ラ
ン
コ
リ
ッ
ク
な
意
識
と

の
絵
画
、
た
と
え
ば
マ
ゾ
リ
1
ノ
・
ダ
・
パ
ニ
カ

l
レ
の
カ
ス
テ
ィ
リ
オ

l

ネ
・
オ
ロ

l
ナ
の
壁
画
な
ど
か
ら
の
影
響
が
見
ら
れ
る
。

は
、
生
に
、
生
き
て
い
る
も
の
の
世
界
に
背
を
向
け
、
無
為
と
事
物
の
世
界
に

身
を
沈
め
る
も
の
で
あ
る
よ
と
し
て
シ
ロ

l
ニ
の
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
を
伝
統
的
な

「
壁
画
」
の
裸
婦
と
《
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
》
の
裸
婦
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
日

も
の
と
区
別
し
よ
う
と
す
る
。

こ
の
ク
レ
ー
ル
の
考
察
を
受
け
て
田
之
倉
稔
も
、
「
要
す
る
に
フ
ァ
シ
ズ
ム
下

を
伏
せ
て
う
な
だ
れ
、
放
心
し
た
よ
う
に
腰
掛
け
て
い
る
姿
で
あ
る
。
そ
れ
は

に
あ
る
現
実
は
こ
と
ご
と
く
、

シ
ロ

l
ニ
の
目
に
は
、
死
、
苦
悩
、
苛
酷
な
労
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働
、
法
と
い
っ
た
も
の
の
象
徴
と
映
っ
た
の
で
あ
る
。
現
実
は
生
気
を
失
っ
て

い
て
、
す
で
に
『
死
に
体
』
と
し
て
横
た
わ
っ
て
い
る
が
、
し
か
し
そ
れ
を
素

材
に
し
て
芸
術
家
は
創
造
を
続
け
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
」
と
し
て
、
当
時

記
述
し
て
い
る
。

の
政
治
状
況
下
に
お
い
て
骨
抜
き
に
な
っ
た
結
果
の
表
現
で
あ
る
か
の
よ
う
に

し
か
し
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
こ
の
作
品
を
描
い
た
一
九
二
七
年
当
時
の
イ
タ

リ
ア
は
、
第
一
次
世
界
体
戦
後
よ
り
も
経
済
的
に
は
好
転
し
て
い
て
、
国
民
が

死
に
脅
か
さ
れ
た
り
、
苛
酷
な
労
働
を
強
制
さ
れ
た
り
す
る
状
況
で
あ
っ
た
と

は
思
え
な
い
。
ま
た
、

シ
ロ

l
ニ
は
フ
ァ
シ
ズ
政
権
の
犠
牲
と
な
り
、
仕
方
な

く
「
創
造
を
続
け
」
て
い
た
わ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
に
積
極

的
に
参
加
し
て
い
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

状
況
か
ら
き
て
い
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、

シ
ロ

l
ニ
の
表
現
の
暗
さ
は
、
苛
酷
な
現
実
に
服
従
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

む
し
ろ
同
時
代
の
具
象
絵
画
に
共

ジョルジョ・デ・キリコ

〈メランコリー) 1912年、
エストリック・コレクショ
ン蔵

図 9

通
す
る
ひ
と
つ

の
特
徴
で
あ
り
、

黙
々
と
思
考
す

る
力
強
さ
の
表

れ
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、

シ
ロ

ー
ニ
以
外
の
ノ

ヴ
ェ
チ
ェ
ン
ト

の
ア
ン
セ
ル
モ
・
プ
ッ
チ
、
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ド
ゥ
ド
レ
ヴ
イ
ツ
レ
、
ア
キ
1
レ・

フ
ニ
、
エ
ミ
リ
オ
・
マ
レ
ル
パ
、
ピ
エ

1
ロ
・
マ
ル
ツ
シ
グ
、
ウ
パ
ル
ド
・
オ
ツ

ピ
の
表
現
を
見
て
も
、
あ
る
い
は
当
時
の
反
体
制
的
な
ロ

l
マ
派
の
マ
リ
オ

マ
フ
ァ
イ
や
シ
ピ
オ
l
ネ、

フ
ァ
ウ
ス
ト
・
ピ
ラ
ン
デ
ッ
ロ
な
ど
も
や
は
り
暗

い
色
調
に
支
配
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
言
え
ば
、

シ
ロ

l
ニ
は
ジ
ヨ
ル
ジ
ョ
・
デ
・
キ
リ
コ
の
形
而
上
絵
画

の
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
た
。
こ
の
《
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
〉
も
デ
・
キ
リ
コ
の

《
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
v
(
図
9
、

一
九
一
二
年
)
と
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
デ
・

キ
リ
コ
の
画
面
中
央
の
彫
像
「
眠
る
ア
リ
ア
ド
ネ
l
」
の
左
手
で
頬
杖
を
つ
き
、

う
つ
向
き
な
が
ら
ま
ど
ろ
ん
で
い
る
姿
を
シ
ロ

l
ニ
の
描
く
裸
婦
に
重
ね
る
こ

と
が
で
き
る
。
裸
婦
の
身
体
は
ま
る
で
石
像
の
よ
う
に
動
き
が
な
く
、
表
情
も

21 

硬
い
。
ま
る
で
独
房
の
囚
人
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
背
景
の
無
味
乾
燥
な
岩

山
も
、
デ
・
キ
リ
コ
の
絵
画
に
登
場
す
る
ア
ー
ケ
ー
ド
の
よ
う
な
形
而
上
的
な

建
造
物
に
通
じ
て
い
る
。
デ
・
キ
リ
コ
の
ア
ー
ケ
ー
ド
は
、
古
代
的
か
つ
モ
ニ
ユ

メ
ン
タ
ル
な
空
間
性
と
暗
示
的
な
建
築
的
要
素
を
示
し
、

シ
ロ

l
ニ
に
お
い
て

も
同
様
の
要
素
を
見
せ
て
い
る
。
デ
・
キ
リ
コ
の
啓
示
的
な
暗
欝
さ
が
、
シ
ロ

l

ニ
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
「
壁
画
」
全
体
を
覆
う
雰
囲
気
に
も
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
壁
画
の
裸
婦
は
伝
統
的
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
の
図
像

表
現
に
よ
り
つ
つ
、
形
而
上
絵
画
の
画
家
た
ち
、

と
く
に
デ
・
キ
リ
コ
の
新
し

い
視
座
で
あ
る
啓
示
的
な
暗
欝
さ
に
よ
っ
て
「
壁
画
」
の
重
要
な
表
現
契
機
と

な
っ
て
い
る
。



@ 

④ 

図10 (芸術と科学のイタリア〉の構成

A-r科学J(壁画の左側)
B-r芸術J(壁画の右側)
c-rイタリアJ(壁画の上部)

図11 (芸術と科学のイタリア〉における図像

AI一北斗七星を指差している女性

A 2一岩石を手にもって調べている

女性

A 3一右手に小さな花をもっ女性

A 4一地球儀状の円盤に坐る女性

A 5一岩に腰掛けている裸婦

A 6ー右方向に視線をやる裸婦

C 1一勝利の天使

C 2一大きな岩山
C 3一凱旋門

C 4ー凱旋門の下の男
C 5一権標

C 6一中央で立っている
女性

22 
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B 1ー絵を描く女性
B 2一本をもっ一群

B 3ー図面を見ている

女性
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図 14 地球儀状の円

盤に坐る女性

(図II-A4) 

図17 凱旋門の下の男

(図11ー C4) 

国 13 岩石を手にもって調べてい

る女性(図II-A2)とお手
Iこ小さな花をもっ女性{国"
-A  3) 

菌 12 北斗七星を指差

している女性(図

II-A 1) 

図15 絵を抱く女性(図11-81)

図16 勝利の天使(図11ー C1 ) 

23 



図19 上部中央の大きな表山(修復

目tr)

j 
図21 上部右の凱旋門(修復翁)

図24 中央で立つ 図23 凱旋門の下の男

ている女性 (修復前)

(修復前)

重芸術研究第13号 2000

国18 権襟(図II-C5) 

1 

I 

伊ヂ‘

図20 上部中央の大きな岩山(修復後)

図22 上部右の凱旋門(修復後)
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2 

「
壁
画
」
全
体
の
図
像
表
現

つ
ぎ
に
、
「
壁
画
」
に
描
か
れ
る
図
像
の
意
味
内
容
に
触
れ
て
い
き
た
い
。
「
壁

中央で立ってい

る女性(修復後)

図25

画
」
に
つ
い
て
は
、

ロ
ー
マ
市
文
化
評
議
会
と
ロ
1
マ
国
立
近
代
美
術
館
の
手

に
よ
る
研
究
書
が
一
九
八
五
年
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
な
か
で
、
「
壁

商
」
の
図
像
な
ど
に
つ
い
て
は
、
「
中
央
に
は
、
塔
の
あ
る
王
冠
に
固
ま
れ
た
『
イ

タ
リ
ア
』
と
剣
の
軍
団
が
見
え
る
|
|
時
々
、
右
手
で
握
り
、
あ
る
い
は
左
手

古
代
ロ
1
マ
の
鷲
印
旗
が
、

は
じ
め
低
い
位
置
に
置
か
れ
、

で
体
に
平
行
に
握
る

|
lそ
し
て
、
権
力
の
象
徴
で
あ
る
リ
l
ト
ル
を
も
っ
た

そ
れ
か
ら
国
民
の

背
後
に
置
か
れ
る
。
(
中
略
)
他
の
全
て
の
寓
意
的
な
人
物
|
↓
容
易
に
天
文

学
、
鉱
物
学
、
植
物
学
、
地
理
学
、
建
築
学
、
文
学
、
絵
画
と
特
定
で
き
る
ー
ー

は
下
絵
と
最
終
的
な
作
品
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
」
と
比
較
的
簡
単
に
述
べ

ら
れ
て
い
る
。

こ
の
記
述
を
も
と
に
、
「
壁
画
」
を
じ
っ
く
り
見
て
い
き
た
い
。
「
壁
画
」
は

大
き
く
三
つ
の
部
分
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
向
か
っ
て
左
側

(
図
m
l
A
)
、
右
側
(
図
m
l
B
)
、
そ
し
て
上
部
(
図
叩
l
C
)
で
あ
る
。
《
芸
術

と
科
学
の
イ
タ
リ
ア
〉
と
い
う
作
品
名
か
ら
考
え
て
、
左
側
は
「
科
学
」
を
、

右
側
は
「
芸
術
」
を
、
上
部
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
国
家
「
イ
タ
リ
ア
」
の
栄
光
を
表

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
科
学
」
の
部
分
は
自
然
科
学
の
五
分
野
、
つ
ま
り
天
文
学
、
物
理
学
、
化
学
、

地
学
、
生
物
学
を
そ
れ
ぞ
れ
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
左
側
の
半

月
形
の
上
部
に
北
斗
七
星
を
指
差
し
て
い
る
女
性
(
図
孔
|
A
1
、
図
ロ
)
が
天

文
学
を
、
中
央
画
面
の
左
端
に
岩
石
を
手
に
も
っ
て
調
べ
て
い
る
女
性
(
図
日
|

A
2
、
図
日
)
が
地
学
を
、
そ
の
左
隣
に
右
手
に
小
さ
な
花
を
も
っ
女
性
(
図
日

-
A
3
、
図
日
)
が
生
物
学
を
、
中
央
画
面
の
下
部
中
央
に
地
球
儀
状
の
円
盤
に

坐
る
女
性
(
園
口
l
A
4
、
図
日
)
が
物
理
学
を
そ
れ
ぞ
れ
表
象
し
て
い
る
と
考

25 

え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
化
学
に
あ
た
る
部
分
が
特
定
で
き
な
い
。

ま
た
、
「
芸
荷
」
の
部
分
は
芸
術
の
四
分
野
、

つ
ま
り
美
術
、
建
築
、
文
学
、

音
楽
を
そ
れ
ぞ
れ
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
中
央
画
面
の
下
部
左

端
に
絵
を
描
く
女
性
(
図
日
1
8
1
、
国
日
)
が
絵
画
、

つ
ま
り
美
術
を
、
右
側

の
半
月
形
の
下
部
に
本
を
も
っ
一
群
(
回
日
|
B
2
)
が
文
学
を
、

そ
の
上
部
の

図
面
を
見
て
い
る
女
性
(
図
口
l
B
3
)
が
建
築
学
を
そ
れ
ぞ
れ
表
象
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
が
、
音
楽
に
あ
た
る
部
分
が
特
定
で
き
な
い
。

そ
し
て
、
「
イ
タ
リ
ア
」
は
「
科
学
」
と
「
芸
術
」
の
上
部
に
描
か
れ
、
優
れ

た
科
学
と
芸
荷
の
才
能
に
恵
ま
れ
た
豊
か
な
イ
タ
リ
ア
を
賞
賛
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。
上
部
左
の
勝
利
の
天
使
(
図

H
I
c
-
、
図
日
)
が
空
を
飛
ん
で
い
て
、
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ま
さ
に
イ
タ
リ
ア
の
勝
利
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
上
部
中
央
の

大
き
な
岩
山
(
図
日
|
C
2
)
が
イ
タ
リ
ア
の
大
き
な
存
在
感
を
、
上
部
右
の
凱

旋
門
(
図
日
l
C
3
)
が
ム
ッ
ソ
リ
l
ニ
が
規
範
と
し
た
古
代
ロ

l
マ
帝
国
と
の

正
統
的
な
繋
が
り
と
栄
光
を
、
凱
旋
門
の
下
の
男
(
図
日
|
C
4
、
図
口
)
は
下

図
(
図
6
)
と
の
対
比
か
ら
剣
の
軍
隊
を
、
そ
の
男
の
右
に
あ
る
権
標
(
図
日
|
C

5
、
図
四
)
は
古
代
ロ

l
マ
時
代
に
執
行
官
の
前
で
奉
持
し
た
し
た
も
の
で
フ
ア

シ
ズ
ム
そ
の
も
の
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
中
央
の
女
性
(
図
日

ー

C
6
)
が
科
学
と
芸
術
、
そ
し
て
軍
事
力
を
も
統
合
す
る
女
神
で
あ
り
、
ま
さ

に
イ
タ
リ
ア
そ
の
も
の
を
表
象
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
「
壁
画
」
は
優
れ
た
芸
術
と
科
学
の
伝
統
を
持
っ
た
イ
タ
リ

ア
が
フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
の
も
と
に
結
集
し
、
勝
利
と
栄
光
を
手
に
し
て
い
る
と

い
う
図
で
あ
る
と
言
え
る
。
さ
ら
に
付
け
加
え
れ
ば
、
芸
術
と
科
学
の
統
合
を

大
画
面
様
式
で
表
現
し
よ
う
と
す
る
為
政
者
や
学
者
、
芸
術
家
ら
の
長
年
の
願

望
は
二

O
世
紀
に
お
い
て
実
現
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
こ
の
「
壁
画
」
は
戦
後
ご
九
五
三
年
)
、
政
治
的
状
況
が
大
き
く

変
わ
る
な
か
で
、

フ
ァ
シ
ズ
ム
的
シ
ン
ボ
ル
を
改
変
す
る
修
復
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
お
も
な
箇
所
は
上
部
中
央
の
大
き
な
岩
山
(
図
日
|
C
2
、
図
目
、
図
初
)
、

上
部
右
の
凱
旋
門
(
図
日
|
C
3
、
図
目
、
図
辺
)
、
凱
旋
門
の
下
の
男
(
図
H
l

C
4
、
図
お
、
図
口
)
、
中
央
で
立
っ
て
い
る
女
性
(
図
日
|
C
6
、
図
担
、
図

お
)
で
あ
る
。
大
き
な
岩
山
に
は
、
一
九
二
二
年
の
ロ

l
マ
進
軍
以
来
の
フ
ア
シ

ス
ト
政
権
の
年
紀
X
W
が
明
確
に
刻
ま
れ
て
い
た
が
、
全
体
が
た
だ
の
岩
山
と

な
っ
た
。
ま
た
、
凱
旋
門
の
中
央
の
馬
に
ま
た
が
っ
た
騎
士
の
レ
リ
ー
フ
が
消

さ
れ
、
凱
旋
門
の
下
の
男
と
中
央
で
立
っ
て
い
る
女
性
が
左
手
の
握
っ
て
い
た

剣
が
布
の
よ
う
な
も
の
に
変
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
全
体
的
に
緊
張

感
が
少
し
緩
ん
だ
印
象
を
与
え
て
い
る
。

シ
ロ

l
ニ
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
の
関
係

シ
ロ

1
ニ
が
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
も
ち
ろ
ん
「
壁

画
」
が
最
初
で
は
な
か
っ
た
。

シ
ロ

l
ニ
が
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
接
触
し
は
じ
め
た

の
は
、

ノ
ヴ
ェ
チ
ェ
ン
ト

(
一
九

0
0年
代
派
)
が
結
成
さ
れ
る
一
九
一
一
一
一
年
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十
月
頃
か
ら
だ
っ
た
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
は
、

シ
ロ

l
ニ
を
は
じ
め
と
し
て
ア

ン
セ
ル
モ
・
プ
ッ
チ
、

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ド
ゥ
ド
レ
ヴ
イ
ツ
レ
、

ア
キ
l
レ
・
フ

一、

エ
ミ
リ
オ
・
マ
レ
ル
パ
、

ピ
エ
1
ロ
・
マ
ル
ツ
シ
グ
、

ウ
パ
ル
ド
・
オ
ツ

ピ
の
七
人
の
画
家
が
集
ま
り
、

一
九
二
三
年
三
月
に
「
ノ
ヴ
ェ
チ
ェ
ン
ト
の
七

人
の
画
家
」
と
い
う
展
覧
会
を
ミ
ラ
ノ
の
ペ

l
ザ
ロ
画
廊
で
開
催
し
た
。
こ
の

展
覧
会
は
画
家
た
ち
が
自
主
的
に
組
織
し
た
の
で
は
な
く
、

マ
ル
ゲ
リ
l
タ
・

サ
ル
フ
ア
ツ
テ
ィ
と
い
う
女
性
の
評
論
家
が
企
画
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
サ
ル
フ
ア
ツ
テ
ィ
が
、

シ
ロ

1
ニ
を
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
結
び
付
け
た
美
術

評
論
家
で
あ
り
、

一
九
二

0
年
代
か
ら
一
九
三

0
年
代
前
半
に
か
け
て
活
躍
し

か
っ
「
美
術
の
独
裁
者
」
で
あ
っ
た
。

た
ノ
ヴ
ェ
チ
ェ
ン
ト
の
代
表
者
で
あ
り
、
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と
い
う
の
は
、
サ
ル
フ
ア
ツ
テ
ィ
は
ム
ッ
ソ
リ
l
ニ
の
腹
心
で
あ
り
、

し
か
も

愛
人
で
あ
っ
た
た
め
に
文
化
行
政
に
口
を
鋲
む
よ
う
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。
サ
ル
フ
ア
ツ
テ
ィ
は
全
国
フ
ァ
シ
ス
ト
党

(
P
N
F
)
の
実
質
的
な
中
央

機
関
紙
で
、

ム
ッ
ソ
リ
l
ニ
の
実
弟
ア
ル
ナ
ル
ド
が
実
務
的
采
配
を
振
る
っ
て

い
た
日
刊
紙
「
イ
ル
・
ポ
ポ
ロ
・
デ
イ
タ
リ
ア
』

の
編
集
に
大
き
な
発
言
力
を

も
ち
、
美
術
コ
ラ
ム
に
も
寄
稿
し
、
さ
ら
に
ム
ツ
ソ
リ
!
ニ
の
創
刊
し
た
文
化

雑
誌
『
ア
ル
デ
ィ
l
タ
』
に
も
影
響
力
を
も
つ
ほ
ど
の
実
力
者
だ
っ
た
。

サ
ル
フ
ア
ツ
テ
ィ
は
、

一
八
八
三
年
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
生
ま
れ
た
裕
福
な
ユ

ダ
ヤ
人
の
娘
だ
っ
た
。
美
術
史
と
文
学
に
早
熟
な
才
能
を
示
し
、
十
代
で
女
性

解
放
運
動
と
社
会
主
義
に
加
わ
り
、
二
十
歳
の
頃
に
は
既
に
社
会
党
機
関
紙
『
ア

ヴ
ァ
ン
テ
イ
』
や
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
『
女
性
評
論
』

の
常
連
執
筆
者
に
な
っ
て

、a
'
-
O

B
V
+
'れ

一
九
一
二
年
に
は
、
左
翼
の
才
女
た
ち
と
と
も
に
『
働
く
女
性
を
守
る

た
め
に
』
を
創
刊
し
、
ま
も
な
く
し
て
弁
護
士
チ
ェ
ザ
l
レ
・
サ
ル
フ
ア
ツ
テ
イ

と
結
婚
し
た
。

一
九
一
四
年
、
『
イ
ル
・
ポ
ポ
ロ
・
デ
イ
タ
リ
ア
」
紙
の
創
刊
と

と
も
に
ア

l
ト
・
エ
デ
ィ
タ
ー
と
な
る
。

ム
ッ
ソ
リ
1
ニ
と
の
恋
愛
関
係
は
第

一
次
世
界
大
戦
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
彼
女
は
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
っ
た
た
め
、
後

に
そ
の
関
係
か
ら
追
わ
れ
て
い
る
。

サ
ル
フ
ア
ツ
テ
ィ
の
文
化
行
政
へ
の
介
入
は
、

一
九
二
三
年
の
民
間
の
画
廊

で
の
「
ノ
ヴ
ェ
チ
ェ
ン
ト
の
七
人
の
画
家
」
展
で
一
国
の
首
相
ム
ッ
ソ
リ

1
ニ

に
ス
ピ
ー
チ
を
さ
せ
た
の
を
手
始
め
に
、

一
九
二
四
年
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ビ

エ
ン
ナ
ー
レ
で
ノ
ヴ
ェ
チ
ェ
ン
ト
の
た
め
に
特
別
室
を
用
意
さ
せ
た
り
、

九

二
六
年
に
は
ミ
ラ
ノ
の
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
デ
ツ
ラ
・
ペ
ル
マ
ネ
ン
テ
に
お
い
て
総

合
的
な
ノ
ヴ
ェ
チ
ェ
ン
ト
展
「
イ
タ
リ
ア
の
ノ
ヴ
ェ
チ
ェ
ン
ト
」
を
官
費
で
開

催
さ
せ
た
り
と
い
う
活
動
を
し
は
じ
め
て
い
た
。

こ
の
「
イ
タ
リ
ア
の
ノ
ヴ
ェ
チ
エ
ン
ト
」
展
は
、

一
一
四
名
と
い
う
多
く
の

作
家
を
参
加
さ
せ
た
大
規
模
な
展
覧
会
で
あ
っ
た
。
こ
の
な
か
で
中
心
的
な
役

割
を
し
た
の
は
シ
ロ
!
ニ
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
。
ほ
か
に
は
、
未
来
派
の
ジ
ヤ

コ
モ
・
パ
ッ
ラ
、

フ
ォ
ル
ト
ウ
ナ
l
ト
・
デ
ペ
ロ
、

ル
イ
ジ
・
ル
ツ
ソ
ロ
、
抽

象
派
の
オ
ズ
ヴ
ア
ル
ド
・
リ
チ
l
ニ、

エ
ン
リ
コ
・
プ
ラ
ン
ポ
リ

l
ニ
、
形
市

上
絵
画
の
ジ
ヨ
ル
ジ
ョ
・
デ
・
キ
リ
コ
、

ブ
ィ
リ
ッ
ポ
・
デ
・
ピ
シ
ス
、
ジ
ヨ

ル
ジ
ョ
・
モ
ラ
ン
デ
ィ
と
い
っ
た
作
家
た
ち
が
加
わ
る
か
た
ち
と
な
っ
た
。
こ

こ
に
お
い
て
、

ノ
ヴ
ェ
チ
ェ
ン
ト
が
芸
術
運
動
と
い
う
意
味
合
い
よ
り
も
、
政
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治
的
な
意
味
合
い
が
強
か
っ
た
こ
と
を
示
す
こ
と
と
な
っ
た
。
同
様
の
展
覧
会

は
一
九
二
九
年
に
も
聞
か
れ
た
。

こ
の
時
期
、

サ
ル
フ
ア
ツ
テ
ィ
は
ミ
ラ
ノ
・
ト
リ
エ
ン
ナ

l
レ
や
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
理
事
や
委
員
に
な
る
な
ど
政
治
的
な
手
腕
を
発
揮

し
て
い
た
が
、
美
術
の
全
体
的
な
状
況
が
ノ
ヴ
ェ
チ
ェ
ン
ト
の
伝
統
回
帰
的
な

傾
向
で
一
色
に
塗
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
第
二
未
来
派
も
一

九
二
八
年
、
一
九
三

O
年
、
一
九
三
二
年
、
一
九
三
四
年
と
続
け
て
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
で
特
別
展
を
し
て
い
た
し
、
デ
・
キ
リ
コ
や
デ
・
ピ
シ
ス
、

ジ
l
ノ
・
セ
ヴ
エ
リ

l
ニ
な
ど
の
「
パ
リ
の
イ
タ
リ
ア
人
」
、
そ
し
て
ロ

l
マ

派
、
抽
象
派
な
ど
も
そ
れ
ぞ
れ
活
発
に
活
動
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
ノ
ヴ
ェ
チ
ェ
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ン
ト
は
こ
の
時
代
の
状
況
を
代
表
す
る
ひ
と
つ
の
動
き
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、

す
べ
て
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ノ
ヴ
ェ
チ
ェ
ン
ト
運
動
に
お
け
る
サ
ル
フ
ア
ツ
テ
ィ
の
狙
い
と
い
う
も
の
は
、

イ
タ
リ
ア
美
術
が
最
高
の
調
和
を
保
っ
て
い
た
栄
光
の
ク
ワ
ト
ロ
チ
ェ
ン
ト

(
十
五
世
紀
)
を
ノ
ヴ
ェ
チ
ェ
ン
ト
(
二
十
世
紀
)
に
復
活
す
る
こ
と
に
あ
り
、

フ
ァ
シ
ズ
ム
の
愛
国
主
義
的
啓
蒙
に
寄
与
す
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
運

動
と
し
て
の
政
治
的
側
面
を
見
れ
ば
、
あ
る
程
度
の
成
功
を
収
め
た
と
も
い
え

る
が
、

一
方
芸
術
的
な
側
面
か
ら
見
れ
ば
、
運
動
が
大
規
模
に
な
っ
た
た
め
に

さ
ま
ざ
ま
な
傾
向
を
包
含
す
る
こ
と
に
な
り
、
必
ず
し
も
古
典
回
帰
と
い
う

キ
ー
ワ
ー
ド
で
語
り
尽
く
せ
る
も
の
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、

シ
ロ
!

ニ
の
基
本
的
な
芸
術
観
で
も
あ
っ
た
。

そ
し
て
、

シ
ロ
1
ニ
は
「
壁
画
」
を
描
く
二
年
前
の
一
九
三
三
年
、

マ
ッ
シ

モ
・
カ
ン
ピ

1
リ
、
カ
ル
ロ
・
カ
ツ
ラ
、
ア
キ
l
レ
・
フ
ニ
と
と
も
に
『
壁
画

宣
言
』
を
出
し
た
。
こ
の
宣
言
文
は
、
四
人
の
連
名
な
が
ら
、
お
も
に
シ
ロ

l

(
初
)

ニ
が
書
い
た
文
章
で
あ
り
、
美
術
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
の
関
係
を
明
確
に
示
し
た

も
の
で
、

い
わ
ば
「
美
術
に
お
け
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
宣
言
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、

シ
ロ

l
ニ
の
美
術
に
対
す
る
考
え
方
ば
か
り
で
な
く
、
社
会
や
歴
史
に
対
す
る

考
え
方
も
吐
露
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

「
壁
画
宣
言
』

は
、
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
は
ひ
と
つ
の
生
き
方
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま

さ
に
イ
タ
リ
ア
人
の
人
生
そ
の
も
の
で
あ
る
よ
と
い
う
当
時
の
時
代
状
況
を
背

負
っ
た
人
生
観
か
ら
は
じ
ま
る
。
「
今
こ
こ
で
言
お
う
と
し
て
い
る
フ
ァ
シ
ス
ト

美
術
、

つ
ま
り
フ
ァ
シ
ス
ト
精
神
の
造
形
的
な
表
現
と
し
て
の
美
術
を
完
全
に

表
現
で
き
る
典
型
と
い
う
も
の
も
な
い
し
、
そ
れ
を
明
確
に
す
る
も
の
も
な

ぃ
。
」
と
し
て
、
自
分
た
ち
が
そ
れ
を
模
索
し
な
げ
れ
ば
と
意
気
込
む
。

シ
ロ

l
ニ
は
ム
ッ
ソ
リ

1
ニ
の
フ
ァ
シ
ス
ト
宣
言
の
「
美
術
は
社
会
的
機
能

を
も
つ
よ
う
に
な
る
」
と
い
う
文
を
引
用
し
、

そ
の
具
現
化
の
方
法
を
探
る
。

つ
ま
り
、
「
美
術
は
日
常
生
活
に
様
式
の
調
和
と
線
の
荘
厳
さ
を
付
与
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
美
術
は
こ
の
よ
う
に
し
て
、
最
良
の
時
代
、

そ
し
て
最
も
高
度

の
文
明
に
お
け
る
文
脈
の
か
つ
て
の
美
術
と
な
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
精
神

的
統
治
の
完
全
な
道
具
と
な
る
の
で
あ
る
。
」
と
結
論
付
け
る
。

こ
の
結
論
に
従
っ
て
、
近
代
美
術
を
批
判
し
よ
う
と
す
る
。
「
「
美
術
の
た
め
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の
美
術
』
と
い
う
個
人
主
義
的
な
概
念
は
時
代
遅
れ
と
な
っ
て
き
た
。
」
と
し

て
、
社
会
全
体
に
貢
献
し
な
い
近
代
美
術
の
先
行
き
を
案
ず
る
。
「
い
ま
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
美
術
を
悩
ま
す
大
き
な
不
安
が
、
腐
敗
状
態
に
あ
る
精
神
的
時
代
の
産

物
な
の
で
あ
る
。
」
こ
れ
は
、
ナ
チ
ズ
ム
が
近
代
美
術
を
退
廃
芸
術
と
見
な
し
た

考
え
と
一
致
す
る
。

そ
し
て
、
シ
ロ

l
ニ
の
採
用
し
た
手
法
は
壁
画
で
あ
っ
た
。
「
壁
画
は
す
ぐ
れ

て
社
会
的
な
絵
画
で
あ
る
。
壁
画
は
絵
画
の
ど
の
よ
う
な
形
態
よ
り
も
直
接
的

に
大
衆
的
な
想
像
力
を
刺
激
し
、
応
用
美
術
に
影
響
を
与
え
る
。
結
局
の
と
こ

ろ
、
近
年
の
プ
レ
ス
コ
壁
画
の
復
活
は
、
美
術
に
密
接
し
た
フ
ァ
シ
ス
ト
の
明

確
な
表
現
を
促
し
て
い
る
。
」
と
し
た
。
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壁
画
は
個
人
的
な
表
現
で
は
な
く
、
大
衆
に
訴
え
る
社
会
的
な
絵
画
で
あ
り
、

フ
ァ
シ
ス
ト
美
術
の
目
的
に
か
な
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
壁
画
の
重
要
性
は
何
を
描
く
か
と
い
う
主
題
性
よ
り
も
、

む
し
ろ
古
典
を

ふ
ま
え
た
新
し
い
様
式
を
確
立
す
る
こ
と
に
あ
る
、

と
い
う
の
で
あ
る
。

「
主
題
(
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
の
考
え
)
を
通
し
て
よ
り
も
、
環
境
に
よ
っ
て
生
ま

れ
る
印
象
や
様
式
を
通
し
て
、
美
術
は
大
衆
の
精
神
に
印
象
付
け
る
こ
と
に
成

功
す
る
だ
ろ
う
。
『
主
題
」
の
問
題
は
、
本
質
的
な
こ
と
を
解
決
す
る
に
は
容
易

す
ぎ
る
。
主
題
に
関
す
る
政
治
的
正
説
だ
け
で
は
十
分
で
な
い
。
」
と
し
て
、
「
革

命
精
神
に
歩
調
を
合
わ
せ
る
た
め
に
フ
ァ
シ
ス
ト
絵
画
様
式
は
古
典
的
で
あ
る

と
同
時
に
ま
っ
た
く
新
し
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
た
め
に
、

シ
ロ

l
ニ
は
一
個
人
の
芸
術
家
と
し
て
の
活
躍
よ
り
も
、
全

体
に
奉
仕
す
る
作
家
像
を
思
い
描
く
。
「
つ
ま
り
、
道
徳
的
理
想
を
提
供
す
る
作

家
で
あ
る
。
作
家
は
個
人
的
な
作
品
よ
り
も
、
共
同
的
な
作
品
を
重
視
す
る
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
我
々
は
イ
タ
リ
ア
気
質
を
再
び
強
く
刺
激
す
る
効
果
的

な
匿
名
性
を
提
案
す
る
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
共
通
の
ゴ

l
ル
に
参
加
す
る
親

密
な
感
覚
を
提
案
す
る
の
で
あ
る
。
作
家
は
も
う
一
度
、
人
々
の
な
か
の
人
間

に
な
る
べ
き
で
あ
る
、
と
我
々
は
固
く
信
じ
て
い
る
。
」

そ
れ
は
「
初
期
ル
ネ
サ
ン
ス
の
精
神
」
に
近
い
と
シ
ロ

l
ニ
は
言
う
。
そ
し

て
、
「
わ
れ
わ
れ
は
、
偉
大
な
戦
争
以
来
の
イ
タ
リ
ア
の
魂
の
な
か
で
熟
し
た
美

学
原
理
の
力
に
よ
り
、
壁
画
の
も
と
に
も
う
一
度
た
ど
り
着
い
た
。
よ
り
大
胆

な
イ
タ
リ
ア
画
家
の
壁
画
技
法
と
様
式
の
問
題
に
つ
い
て
の
研
究
が
す
で
に
長

年
集
中
的
に
な
さ
れ
て
き
た
と
い
う
の
は
偶
然
で
は
な
く
、
時
代
の
予
言
に
よ

る
も
の
な
の
で
あ
る
。
道
は
必
要
な
統
一
が
達
成
さ
れ
る
ま
で
、
こ
れ
ら
の
努

力
の
継
続
の
た
め
に
光
り
輝
く
の
で
あ
る
。
」
と
宣
言
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、

シ
ロ

l
ニ
は
近
代
美
術
に
お
け
る
個
人
主
義
的
な
、
芸
術

至
上
主
義
的
な
表
現
を
批
判
し
、
そ
の
反
省
の
上
に
、

フ
ァ
シ
ズ
ム
体
制
に
お

け
る
社
会
的
な
美
術
、

お
よ
び
作
家
の
社
会
的
な
役
割
を
明
確
に
宣
言
し
た
の

で
あ
る
。
こ
の
宣
言
を
ま
と
め
る
こ
ろ
か
ら
、

シ
ロ

l
ニ
は
精
力
的
に
壁
画
を
制
作
し

は
じ
め
る
。
そ
れ
が
、

一
九
三
一
|
三
二
年
の
ロ

l
マ
の
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
デ
ツ

リ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
〈
労
働
V

、

一
九
三
五
年
の
〈
芸

術
と
科
学
の
イ
タ
リ
ア
》
、

一
九
三
七
年
の
ミ
ラ
ノ
の
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
デ
ィ
・
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ジ
ュ
ス
テ
ィ
ツ
ィ
ア
に
お
け
る
モ
ザ
イ
ク
画
《
法
と
力
の
正
義
》
、

一
九
三
九
|

四
一
年
の
ミ
ラ
ノ
の
パ
ラ
ツ
ツ
ォ
・
デ
イ
・
ジ
ヨ
ル
ナ
l
リ
の
レ
リ
ー
フ
〈
イ

タ
リ
ア
市
民
V

な
ど
で
あ
っ
た
。

四

お
わ
り
に

シ
ロ

l
ニ
の
略
歴
を
み
る
と
、

は
じ
め
ロ

l
マ
の
ジ
ャ
コ
モ
・
パ
ッ
ラ
の
ア

ト
リ
エ
に
通
い
、
分
割
主
義
的
な
技
法
を
修
得
す
る
と
と
も
に
ウ
ン
ベ
ル
ト
・

ポ
ッ
チ
ォ

l
ニ
や
ジ

l
ノ
・
セ
ヴ
エ
リ
l
ニ
と
い
っ
た
後
の
未
来
派
と
交
流
し

た

一
九
一

0
年
代
に
は
キ
ュ
ビ
ス
ム
的
な
未
来
派
の
作
品
を
描
き
、

九
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0
年
代
末
に
は
デ
・
キ
リ
コ
や
カ
ル
ロ
・
カ
ツ
ラ
の
影
響
で
形
市
上
絵
画
的
様

式
を
試
み
、

一
九
二

O
年
頃
か
ら
独
自
の
画
風
を
確
立
し
、
都
市
郊
外
の
風
景

を
描
き
は
じ
め
た
と
い
う
、
二

O
世
紀
初
頭
の
美
術
に
お
け
る
変
革
の
波
を
体

験
し
た
画
家
で
あ
っ
た
。

フ
ァ
シ
ズ
ム
が
台
頭
す
る
直
前
の
一
九
二

O
年
一
月
、
シ
ロ

1
ニ
は
ル
イ

ジ
・
ル
ツ
ソ
ロ
ら
と
と
も
に
『
絵
画
の
あ
ら
ゆ
る
退
行
反
対
」
と
い
う
未
来
派

的
な
宣
言
を
発
表
し
た
。
こ
の
な
か
で
、

シ
ロ

l
ニ
た
ち
は
未
来
派
を
非
常
に

独
創
的
で
革
新
的
な
も
の
と
し
て
賞
賛
し
、
キ
ュ
ピ
ス
ム
と
並
ん
で
今
世
紀
で

最
も
重
要
な
芸
術
で
あ
る
と
意
義
づ
け
た
。
こ
れ
と
と
も
に
、

シ
ロ

1
ニ
は
一

九
三
三
年
に
呈
示
し
た
『
壁
画
宣
言
』

の
な
か
で
述
べ
た
よ
う
に
個
人
主
義
的

で
、
芸
術
至
上
主
義
的
な
近
代
美
術
そ
の
も
の
に
対
す
る
批
判
を
行
っ
た
。
こ

の
「
壁
画
宣
言
』
に
お
い
て
シ
ロ

l
ニ
は
、

一
九
二

0
年
代
初
頭
ま
で
自
分
が

歩
ん
で
き
た
美
術
表
現
に
対
し
て
自
己
批
判
し
た
こ
と
を
も
意
味
す
る
。
社
会

情
勢
、
あ
る
い
は
政
治
体
制
が
変
わ
っ
て
い
く
な
か
で
、
個
人
的
な
表
現
に
留

ま
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
近
代
美
術
に
対
し
て
い
ら
だ
ち
、
シ
ロ

l
ニ
は
社
会

性
の
あ
る
テ
l
マ
を
選
び
、
壁
画
運
動
へ
と
向
か
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
「
作

家
は
も
う
一
度
、
人
々
の
な
か
の
人
聞
に
な
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
認
識
に

至
り
、
イ
タ
リ
ア
精
神
お
よ
び
イ
タ
リ
ア
気
質
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ

る
。
そ
の
集
大
成
が
《
芸
術
と
科
学
の
イ
タ
リ
ア
〉
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

シ
ロ

l
ニ
は
こ
の
「
壁
画
」
を
制
作
す
る
こ
と
に
よ
り
、

フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権

の
力
の
誇
示
と
し
て
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
ル
な
都
市
計
画
や
建
築
政
策
の
一
翼
に

参
画
し
て
い
っ
た
。

つ
ま
り
、

?
l
マ
大
学
都
市
そ
の
も
の
が
フ
ァ
シ
ズ
ム
政

権
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
具
現
で
あ
り
、
建
築
家
ピ
ア
チ
ェ
ン
テ
ィ

1
ニ
も
画
家

シ
ロ

l
ニ
も
政
権
の
一
員
で
あ
る
と
同
時
に
そ
の
道
具
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

の
理
由
か
ら
、
「
壁
画
」
は
戦
後
の
政
権
に
よ
り
改
変
さ
れ
た
。

シ
ロ

1
ニ
は
積
極
的
に
時
代
の
波
に
乗
り
、
時
代
を
利
用
し
、
時
代
と
と
も

に
生
き
た
芸
術
家
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

シ
ロ

l
ニ
の
作
品
は
時
代

に
娼
び
て
い
た
と
ば
か
り
は
考
え
ら
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
の

力
を
利
用
し
な
け
れ
ば
で
き
な
い
よ
う
な
大
き
な
「
壁
画
」
を
残
し
た
が
、
そ

こ
に
は
芸
術
家
シ
ロ

l
ニ
の
個
性
も
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
何
よ
り
も
、

た
と
え
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
扇
動
し
た
ム
ッ
ソ
リ
l
ニ
の
フ
ァ
シ
ス
ト
宣
言
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
「
芸
術
の
社
会
的
機
能
」
に
共
感
し
、
芸
術
至
上
主
義
の
個
人
主
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義
的
制
作
に
対
す
る
批
判
と
し
て
、
社
会
性
の
あ
る
大
画
面
を
創
造
し
た
こ
と

は
重
要
で
あ
る
。

芸
術
の
評
価
は
時
代
の
状
況
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
い
く
。
戦
後
、
シ
ロ

l
ニ
の

作
品
も
不
当
に
低
く
評
価
さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
常
に
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
影

が
つ
き
ま
と
う
た
め
、
純
粋
に
美
術
的
な
問
題
に
お
い
て
の
評
価
が
難
し
い
の

は
確
か
だ
。
現
代
の
人
々
は
「
壁
画
」
を
直
接
的
な
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
し
て
だ

け
見
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
ひ
と
つ
の
優
れ
た
芸
術
作
品
と
し
て
純
粋

に
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
、

ま
だ
も
う
少
し
時
聞
が
必
要

な
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
一
番
重
要
な
の
は
、

「
壁
画
」
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
状
態
に
戻
さ
れ
て
永
く
保
存
さ
れ
、

一
般
に
公
開
さ



ファシズムとマリオ・シロ一二一一壁画〈芸術と科学のイタリア〉をめぐって一一

れ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
日
本
の
戦
争
記
録
画
と
も
共
通
し
た
問
題
で

あ
る
。

均王(
1
)

大
学
は
n
R
S
C
E
2
3
X
R
宮
内
出
閉
山
。
ョ
阻
ま
た
の
名
を
「
ロ

l
マ
「
英
知
』

大
学
」
目
g
B
P
C
E
4
m
E
S
R
F
白
ω
喜
一
g
N
白
ョ
と
い
い
、
そ
の
構
内
の
中
心
に

あ
る
管
理
練
河
R
Z
E
Z
〉
三
白
冨
白
ぬ
ロ
回
目
立
o
g
g
に
「
壁
画
」
は
あ
る
。

(
2
)

マ
ル
チ
エ
ツ
ロ
・
ピ
ア
チ
ェ
ン
テ
ィ

l
ニ
(
一
八
八
一
ー
一
九
六

O
)
は
フ
ア

シ
ズ
ム
政
権
と
最
も
深
い
関
係
に
あ
っ
た
建
築
家
で
あ
り
、
都
市
計
画
家
で
あ

る
。
ま
た
、
雑
誌
『
建
築
』
の
編
集
長
、
イ
タ
リ
ア
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
会
員
、
大

学
教
授
、
公
共
事
業
の
コ
ン
ペ
の
主
な
審
査
員
で
も
あ
っ
た
。
ピ
ア
チ
ェ
ン

テ
ィ

l
ニ
は
、
先
進
的
な
イ
タ
リ
ア
合
理
主
義
運
動
(
M
I
R
A
)
を
ふ
ま
え
つ

つ
も
、
「
イ
タ
リ
ア
性
」
を
強
調
し
た
権
威
主
義
的
な
建
築
ス
タ
イ
ル
「
フ
ァ
シ

ス
ト
様
式
」
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
っ
た
。

ロ
ー
マ
大
学
都
市
二
九
三
二
|
三
五
年
)
の
ほ
か
に
、
ロ
ー
マ
の
中
心
部
、

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
広
場
か
ら
コ
ロ
シ
ウ
ム
ま
で
見
渡
せ
る
よ
う
に
し
た
「
帝
国
通

り
」
の
設
計
二
九
三
二
年
開
通
)
、
そ
し
て
す
べ
て
の
建
築
を
「
フ
ァ
シ
ス
ト

様
式
」
で
埋
め
尽
く
し
た
新
都
心
と
し
て
の
ロ

l
マ
万
国
博
覧
会
場
(
E
U
R
、

一
九
三
六
|
四

O
年
)
の
総
指
揮
を
と
っ
た
。

(
3
-
i
c
円
『
白
円
。
ω
E
Z
R
Z
F
Z
U
白
ロ
ロ
タ
.
冨
白
『
円
。
=
。
盟
国
円
。
ロ
江
口
一
三
斗

z

u
x
z
o
ロ
白
弓
え
〉
『
ぺ
富
田
n
g
一
一
-
吉
田
J
E
一
回
Z
F
F
0
2
色
。
P
呂
g
-
℃
-
S
品
・
/

田
之
倉
稔
「
フ
ァ
シ
ス
ト
を
演
じ
た
人
々
』
(
青
土
社
、
一
九
九

O
年
)
、
三
五
三

l
三
六

O
頁

(
3
)

他
に
ピ
ア
チ
ェ
ン
テ
ィ

l
ニ
が
選
ん
だ
の
は
、
彼
の
ス
タ
ジ
オ
に
参
加
し
て
い

た
ア
ル
ナ
ル
ド
・
フ
ォ
ス
キ
1
ニ
、
ガ
エ
タ
l
ノ
・
ラ
ピ
サ
ル
デ
ィ
、
そ
し
て
イ

タ
リ
ア
合
理
主
義
運
動
か
ら
ピ
エ
ロ
・
ア
ス
キ
エ

l
リ
、
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
カ
ツ

ポ
1
ニ
、
ジ
ュ
ゼ
ツ
ペ
・
パ
ガ

l
ノ
な
ど
で
あ
っ
た
。
(
鵜
沢
隆
「
ロ

l
マ
大
学

都
市
」
、
「
S
D
』
一
九
八
三
年
六
月
号
、
五
七
頁
)

(4)

巴
白
ロ
ぽ
S
U
m
U
O
B
Z
W
F
a
E
R
Z
ω
一
円
。
ロ
r
w
a
a
H
由
ω
印
の
ロ
〉
吋
門
戸
田
広

ロ
巾
=
d
E
4
0
a
g
o
-
白

ρ
ロ
何
回
昨
日
0
5
色
町
-
Z
百
円
Z
E
Z
R
白
Z
・
3

冨
己
片
山
唱
え
-
g
開
伝
言
ユ
n
p
H
N
O
B
白
・
呂
田
・
匂
・

2
・

(
5
)

戸
内
出
向
円
白
色
冨
・
包
円
。
ロ
目
白
-
g
句
。
色
町
-
m
0
4
m
g
o

ュ8
2
c
g
z
E
S
E

門
出
n
・
5
ω
ω
・
〉
円
n
F
・
円
四
日
ω
z
z
w
湾
問
『
・
℃
白
ユ
-
円
四
角
川
-
u
z
n
o
P
R
-
巴
印
∞
由
P

(
巴
白
ロ
一
色
白
ロ
o
u
。
B
S
R
F
志
一
色
・
・
同
】
-a
∞・)

(
6
)

口
同
口
一
色
白
ロ
白
U
O
S
E
w
-
凹
・
5
5
・
・
匂
・

2
・

(
7
)

の
と
-
m
ユ
目
Z
白
N
-
o
ロ
包
巾
円
四
.
R
R
Z
。
骨
E
P
閉
山
。
B
白
・

ε
富
田
吋
目
。
ω
町
o
a

]{∞∞日・]{由由]{¥w開-巾円片山-va-白ロ0・同由也ωwu-H由N・

(
8
)

エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
パ
ノ
ア
ス
キ
ー
『
イ
コ
ノ
ロ
ジ
l
研
究
』
(
浅
野
、
阿
天
坊
、

塚
田
、
長
津
、
福
部
訳
、
美
術
出
版
社
、
一
九
八
七
年
)
、
六
九
|
七
一
頁

(9)
』

g
ロ
h
S
F
a
Z
白
吉
田
。
円
円
。
ω
白
吉
『
ロ
。
|
ω
口
弘
己
巾
白
ロ
巾
尚
昆
巾
門
回
目
白
S
E
-
-

。M
内町一
σ一
円
一
。
ロ
円
白
門
出
-
o
m
ロ
0
0問
主

ω
町
O
ロ
一
回
∞
∞
日
山
由
由
H
・
3
Z
Z
0
4
0
巾
門
回
目
立
O
口
問

。
与
ユ
巾
-
m
富
国
N
N
O
丹
C
y
z
-
-
白
5
・
呂
田
・

3
・8
・
ω
吋
・
(
回
之
倉
稔
前
掲
書
、
一

六
四
頁
に
引
用
)

(
叩
)
田
之
倉
稔
前
掲
書
、
一
六
四
頁

(
日
)
森
田
鉄
郎
編
『
世
界
各
国
史
日
イ
タ
リ
ア
史
』
(
山
川
出
版
社
、
一
九
九
二

年
)
、
四
七
二
|
四
七
四
頁

(
ロ
)
シ
ロ

l
ニ
は
、
一
九
二
二
年
に
ノ
ヴ
ェ
チ
ェ
ン
ト
に
関
わ
り
だ
し
た
頃
か
ら

フ
ァ
シ
ズ
ム
美
術
の
代
弁
者
、
実
戦
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
九

二
七
年
か
ら
一
九
三
三
年
ま
で
は
ム
ッ
ソ
リ
l
ニ
直
属
の
党
機
関
紙
『
イ
ル
・
ポ

ポ
ロ
・
デ
イ
タ
リ
ア
』
に
、
一
九
三
四
年
か
ら
一
九
三
九
年
ま
で
は
『
ラ
・
リ
ヴ
イ

ス
タ
・
デ
ル
・
ポ
ポ
ロ
・
デ
イ
タ
リ
ア
」
誌
に
寄
稿
し
た
り
挿
し
絵
を
描
い
た
り

し
て
、
体
制
的
な
批
評
家
、
イ
ラ
ス
ト
レ
タ
ー
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
た
。

(
日
)
E
E
ω
印
。
-
一
〉
ユ
一
回
江
口
巾
-
-
-
C
口
一
〈
巾
「
師
一
s
m
z
c
c
g
z
o
ロ
巾
己
m
L
E
司
一
昨
丹
C
E
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冨
ロ
吋
白
Z
・3
冨
己
巳
m
E片
付
回
同
住
吉
ユ
n
p
H
N
o
g
p
呂∞日・

(
M
)
U
m
E
m
s
u
m
U
O
B
Z
K
2・
5
5・・
u・s
・

(
日
)
同
VE--℃
〈
・
何
回
口
口
町
印
可
白
同
・
0・吋白田口一回
B
白
ロ
仏
円
三
宮
吋
O
Z
H
Z
-可
H
E
E
l

E
B
-
-
巾
M
E
E丘
Oロ
g
s
z
m
z
m
w
Oで
丘
由
民
国
ロ
〉
2
z
p
m
N
c
p
n
g
E弓・
3

同V
R
m
E
-〈
R
E
m
-
宮口口一
n
Y
E
S
-
円】
-H印
N

(
時
)
プ
ィ
リ
ッ
プ
・
カ
ン
ニ
ス
ト
ラ

l
ロ
は
サ
ル
フ
ア
ツ
テ
ィ
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
政

権
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
論
及
を
し
て
い
る
。

「
こ
の
よ
う
な
成
功
に
も
関
わ
ら
ず
、
ノ
ヴ
ェ
チ
ェ
ン
ト
の
命
運
は
サ
ル

フ
ア
ツ
テ
ィ
の
個
人
的
な
ム
ッ
ソ
リ

l
ニ
と
の
関
係
と
と
も
に
力
を
失
っ
て

い
っ
た
。
ノ
ヴ
ェ
チ
ェ
ン
ト
は
、
徐
々
に
ロ
ベ
ル
ト
・
フ
ァ
リ
ナ
ッ
チ
な
ど
の
厳

し
い
反
撃
の
標
的
と
な
っ
て
い
っ
た
。
彼
は
ナ
チ
警
察
か
ら
尊
敬
さ
れ
た
野
蛮
で

非
妥
協
の
フ
ァ
シ
ス
ト
で
あ
り
、
『
フ
ァ
シ
ス
ト
・
リ
ア
リ
ズ
ム
」
を
直
接
的
プ

ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
価
値
と
し
て
推
し
進
め
よ
う
と
し
て
い
た
。
一
九
二
九
年
初
頭
、

ブ
ア
リ
ナ
ッ
チ
は
、
ノ
ヴ
ェ
チ
ェ
ン
ト
は
現
代
的
す
ぎ
、
国
際
様
式
の
影
響
を
受

け
す
ぎ
て
い
る
と
し
て
非
難
し
た
。
フ
ァ
リ
ナ
ッ
チ
の
ノ
ヴ
ェ
チ
ェ
ン
ト
に
対
す

る
攻
撃
は
、
よ
り
強
烈
に
敵
意
に
満
ち
て
き
た
。
サ
ル
フ
ア
ツ
テ
イ
と
彼
女
の
友

人
の
反
応
が
、
新
聞
紙
上
の
一
面
で
論
争
を
も
た
ら
し
た
時
、
ム
ッ
ソ
リ

l
ニ
は

つ
い
に
公
的
な
論
争
に
終
止
符
を
打
っ
た
。
一
九
三
四
年
、
問
題
は
自
由
輪
の
ご

と
く
も
う
一
度
表
面
化
し
、
リ
ッ
ト
l
リ
オ
宮
殿

(
P
N
F
本
部
)
の
デ
ザ
イ
ン

を
め
ぐ
っ
て
議
会
で
激
し
く
論
争
さ
れ
た
。
モ
ダ
ニ
ズ
ム
は
:
・
攻
撃
さ
れ
、
ム
ッ

ソ
リ
l
ニ
が
そ
の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
の
選
択
を
拒
否
し
て
い
る
こ
と
が
再
び
強

調
さ
れ
た
。
」

「
そ
の
時
ま
で
に
は
サ
ル
フ
ア
ツ
テ
ィ
の
人
気
が
落
ち
、
政
府
は
厳
格
な
る
服

従
や
帝
王
学
的
修
辞
学
へ
の
熱
狂
に
よ
っ
て
性
格
づ
け
ら
れ
る
軍
事
独
裁
へ
の

方
向
へ
と
移
っ
た
。
ム
ッ
ソ
リ

l
ニ
は
、
徐
々
に
絶
対
的
な
首
領
と
し
て
の
自
己

の
神
話
化
の
と
り
こ
に
な
っ
て
い
っ
た
。
も
と
も
と
の
ノ
ヴ
ェ
チ
ェ
ン
ト
運
動
は

事
実
上
崩
壊
し
、
シ
ロ

l
ニ
は
政
府
の
直
接
的
な
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
強
調
に
手
軽

に
適
応
す
る
壁
画
へ
と
向
か
っ
た
。
」

(同
ME--℃
〈
・
円
U白ロロ一回門叶由叶
0・
5
E・・円】
-H日一山)

(
口
)
藤
沢
道
郎
『
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
誕
生

l
ム
ツ
ソ
リ
I
ニ
の
ロ

l
マ
進
軍
』
(
中

央
公
論
社
、
一
九
八
七
年
)
一
二
三
一
|
三
三
二
頁

(
日
)
「
ノ
ヴ
ェ
チ
ェ
ン
ト
の
6
人
の
画
家
」

ω巳
立
2
0江
島

町

-600
展
と
題
さ
れ
、

プ
ッ
キ
、
ド
ゥ
ド
レ
ヴ
イ
ツ
レ
、
フ
ニ
、
マ
レ
ル
パ
、
マ
ル
ツ
シ
グ
、
ウ
パ
ル
ド
・

オ
ツ
ピ
そ
し
て
マ
リ
オ
・
シ
ロ

I
ニ
が
出
品
。
図
録
は
サ
ル
フ
ア
ツ
テ
ィ
に
よ
っ

て
発
行
さ
れ
た
。

(凹
)
ε
戸
田
口
)Zロロ白
¥.anogσ
吋
何
回
申
ω
ω
"
(
Z
E
σ
E
oロ

S
E
E
m
H
C巾

O同

EHSユ
田
口
〉
ユ

Z
o
o
-
5
8
¥
.
E
N
N
o
-
-
u
z
g司
J

へ。円
w-H∞
∞
タ
℃
℃
-
S
F
S
N
)

シ
ロ

l
ニ
の
『
壁
画
宣
言
』
ロ
ヨ
白
口
広
2
5
門
笠
宮
百
円
E
E
Z
R田
町
は
、
シ

ロ
l
ニ
が
一
九
二

0
年
代
か
ら
一
九
三

0
年
代
前
半
に
か
け
て
参
画
し
て
き
た

ノ
ヴ
ェ
チ
ェ
ン
ト
運
動
の
帰
結
と
し
て
で
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、

こ
の
宣
言
文
の
内
容
は
、
サ
ル
ブ
ア
ツ
テ
ィ
の
考
え
方
に
非
常
に
近
い
も
の
で

あ
っ
た
。

(
加
)
何
百
戸
山
、
回
E
C
g
w
a
E白ユ
o
ω
-
5口
同
国
ロ
色
白
匂
ω巳
凹
丹
〉
吋
円
~
o
H
E
E
2
0ロ

g
g
z
m
c
m
O同
」
g
-
Uロ
〉
円
件
目
ロ
同
町
四

N
O
B
n
mロ
吉
弓
¥
.
同
】
円
巾
凹
門
m-a〈
巾
ユ
白
mV

E
E
W
Y
E
S
-
℃

-H3・
5
Z
2・

(
幻
)
こ
の
な
か
で
、
「
わ
れ
わ
れ
は
、
真
の
イ
タ
リ
ア
の
伝
統
は
ど
の
よ
う
な
伝
統

も
持
た
な
い
こ
と
に
あ
る
と
宣
言
し
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
イ
タ
リ
ア
人
と
は
革
新

的
で
創
造
的
な
人
種
だ
か
ら
で
あ
る
」
。
「
わ
れ
わ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
が
到
達
し
た

全
て
の
造
形
価
値
を
携
え
、
さ
ら
に
広
く
力
強
い
総
合
的
視
点
に
よ
る
新
し
い
造

形
価
値
に
達
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
犠
牲
を
払
っ
て
で
も
前
進
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
記
し
た
。
(
ロ
ヨ
田
口
炉
内
角
川
mgaanoロ門
O
B
E
E
ユ
件
。
百
二
口

立円
E
E
-
-
-
E
N
O
W
z
z
σ
E
oロ
g
g
g
m
g
m
O向
島
駄
目
円
回
目
白
白
ロ
〉
ユ

5
0
0・HU品目・
3

旬
開
】
・
自

ω申
目
白
h
F
(
)
)

(
泣
)
一
九
九
七
年
一
月
七
日
、
ロ

1
マ
在
住
の
画
家
高
橋
秀
氏
、
ロ

1
マ
国
立
近
代
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ファシズムとマリオ・シ口一二一一壁画〈芸術と科学のイタリア〉をめぐって一一

美
術
館
学
芸
員
ア
ン
ナ
・
イ
ン
ポ
ネ
ン
テ
氏
の
協
力
の
も
と
に
ロ

l
マ
大
学
都

市
に
あ
る
シ
ロ

l
ニ
の
壁
画
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
時
に
、
イ
ン
ポ
ネ
ン
テ
氏
か

ら
聞
く
。

(
た
に
ふ
じ
・
ふ
み
ひ
こ

ふ
く
や
ま
美
術
館
)
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